
リレー随想 日々感懐
自治医科大学医療安全対策部 教授   長谷川剛氏

平成 23 年度  研究助成案件・一般演題を募集

公益財団法人へ移行して「更なる進化のために」
理事長   島谷克義氏

新役員名簿

温故知新　「開原先生を偲んで」 平井愛山氏

研究助成成果報告 (3 編 )
石橋智昭氏、錦織宏氏、藤澤由和氏 

第17回ヘルスリサーチフォーラム
及び平成 22 年度研究助成金贈呈式を開催

第19回（平成 22 年度）助成案件採択一覧表

第 7回ヘルスリサーチワークショップを開催

ヘルスリサーチワークショップを振り返って
越後純子氏、藤井裕之氏、藤野泰氏平、佐藤博子氏 

財団NEWS、平成 23 年度予定表

平成 23 年度事業計画

第18回ヘルスリサーチフォーラムのお知らせ /
第17回フォーラム講演録が完成しました /
ご寄付のお願い
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上記いずれも詳しい内容・応募方法は、
本財団ホームページをご参照ください。

▲ ▲ ▲

http://www.pfizer-zaidan.jp

■ フォーラム基本テーマ
「社会に定着しつつあるヘルスリサーチ」

■ 研究内容
制度・政策、医療経済、保健医療の評価、保健医療
サービス、保健医療資源の開発、医療哲学等の
ヘルスリサーチの研究

■ 申込期間
平成23年4月～

平成23年 6月30日（木）（当日消印有効）

■ 採択 /通知方法
組織委員会で採否を決定し、8月中旬頃に連絡します。
採用の場合は、上記のフォーラムにて15分程度（含む
Q&A）のご講演、または当日同会場で併催するポスター
セッションでのご発表となります。
詳細は採否の連絡後、お知らせ致します。

演題発表のための交通費
首都圏以外（但し海外を除く）の一般演題発表者（発表者本人のみ）
には、フォーラム開催都市までの交通費を財団の規定により支給します。
（宿泊費につきましては発表者の負担となります。）

発表演題の機関誌等への掲載
フォーラムで発表された研究内容は、財団の機関誌（本誌）等へ掲載
致します。また、第 18 回ヘルスリサーチフォーラム講演録としてまとめ、
配布致します。

■ 応募規定

■ 助成対象 保健医療・福祉分野の政策、あるいはこれらサービスの開発・応用・評価に資するヘルス
リサーチ領域の研究

第20回（平成２３年度）
研究助成案件を募集します

第１8回 ヘルスリサーチフォーラムでの
一般演題発表を募集します

皆様のご応募をお待ちしております！

日 時：平成23年 11月 5日（土）
会 場：千代田放送会館

（東京都千代田区紀尾井町）

第18回
ヘルスリサーチフォーラム

年 月

平成23年4月～

平成23年 6月30日（木）
（当日消印有効）

応募期間

国際共同研究
【国際的観点から実施する共同研究】

期　　　間：1年間
共同研究者：海外研究者を1名以上

含めること

1 テーマ当たり

300万円以内×8件程度

国内共同研究 -年齢制限なし
【国内での共同研究】
（年齢制限なし）

期　　　間：1年間
共同研究者：同一教室内の研究者は

対象としない

1 テーマ当たり 

100万円以内×11件程度

国内共同研究 -満39歳以下
【国内での共同研究】

（年齢制限：平成23年4月1日現在満39歳以下）

期　　　間：1年間
共同研究者：同一教室内の研究者は

対象としない

1 テーマ当たり 

100万円以内×10件程度

■ 助成決定　平成23年9月下旬

公募の
ご案内

本年も、「第20回研究助成案件」及び「第18回ヘルスリサーチフォーラムでの一般演題
発表」を下記の通り募集いたします。
詳細については、当財団ホームページ、又は、各大学、研究機関などに送付しております
案内リーフレットや募集広告をご覧下さい。

第 22回  リレー随想

 ヘルスリサーチを想う  
ヘルスリサーチと語り得ぬもの 
科学が「なぜ？」という疑問に答えるための人類の営為であるとするなら、
ヘルスリサーチもそういった科学の一分野である。「なぜこの地域の人々は長寿
なのだろうか？」「なぜこの地域で脳卒中の発生が多いのだろうか？」「なぜ喫
煙者に喉頭がんが多いのだろうか？」など。ヘルスリサーチは政策決定の手段
でもある。多くの場合、ある信念（それは純粋科学の世界では「仮説」と称される）
が存在し、その信念の検証のために特定の集団や地域を対象に観察や介入が
為される。その結果をもとに政治的決断が為される。
一方でヘルスリサーチにおいては、人間的な悲嘆や苦痛が発生することがあ
る。介入が喜びや幸せを生み出すこともある。これらは科学の方法論では排除
されるべきとされる「語り得ぬもの」（ウィトゲンシュタイン）だ。
ヘルスリサーチ特有の人間の関与や付随する快苦において、それが世界を見
直し組み換える契機となることも事実だ。科学が語り得ぬものとして排除したも
のについて、ウィトゲンシュタインならヘルスリサーチでは決して忘れてはならぬ
大切なものだとあえて言ってくれそうな気がするのだ。

長谷川  剛
自治医科大学
医療安全対策部

教授

日々感懐

▶ 次回は一橋大学国際・公共政策大学院教授   井伊  雅子先生にお願い致します。

ヘルスリサーチニュース  vol.571




